
科目名 学年 単位数 分類

特別の教科　道徳 １ １ 必修

授業目標

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、

道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

授業内容・テーマ　

　　　小学校高学年段階における指導との接続を意識する。生徒それぞれの段階の実態等を考慮して指導を進める。　

教科書・補助教材等

　　　中学生の道徳　１(あかつき教育図書)

　　　ワークシート用ファイル

評価方法・基準

　　　日常の授業態度、ワークシートの内容などを総合的に評価する。

物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学習を通して、

　５月

上
旬 ・教材「５　ヨシト」

中
旬

下
旬

・時と場に応じた適切な言動を考える。

受講にあたって留意すべき事(受講条件等)
    　月１回、牧師による聖話を行う。

　学習計画

時期 単元 学習内容 学習活動の特徴・備考

　４月

上
旬

中
旬
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ/自分
自身に関すること

・聖話
・教材「１　道徳　はじまりの時間　小さな勇
気」

・中学生になった自分を見つめる。

下
旬

・教材「３　おかしな礼儀」

　６月

上
旬自分自身に関するこ
と／人との関わりに
関すること／生命や
自然、崇高なものと
の関わりに関するこ
と

中
旬

下
旬

　７月

上
旬

人との関わりに関
すること／集団や
社会との関わりに
関すること

中
旬

下
旬

　８月

上
旬

中
旬

下
旬

人との関わりに関す
ること

集団や社会との関わ
りに関すること／生
命や自然、崇高なも
のとの関わりに関す
ること

・スポーツを通して共生について考える。

・いじめについて考える。

・教材「６　ある日のバッターボックス」

・聖話

・教材「７　魚の涙」

・いじめについて考える。

・教材「１３　言葉の向こうに」

・教材「１４　ライオンが逃げた」

・安全で調和のある生活を心掛ける。

・情報モラルについて考える。

・夏季休業について

・教材「４　挑戦することに生きる」

・教材「２　バスと赤ちゃん」

・教材「１１　自分の番　いのちのバトン」

・聖話

・挑戦することの大切さについて考える。

・思いやりと感謝を持つことについて考える。

・かけがえのない生命の尊重について考え、

　生まれてきたことへの感謝をもつ。



・教材「３３　美しい母の顔」 ・より充実した家庭生活について考える。

・自ら考え、判断し、実行し、責任をもつ

　ことについて考える。

・教材「２１　時速二八五キロ、千三百人

・集団生活を通して、震災学習・国際理解学習・宿泊体験学習（２泊３日　１２時間分）

　９月

上
旬

中
旬

下
旬

集団や社会との関
わりに関すること

　１０月

上
旬
人との関わりに関
すること／集団や
社会との関わりに
関すること

中
旬

下
旬

　１１月

上
旬

自分自身に関する
こと

中
旬

下
旬

　１２月

上
旬集団や社会との関
わりに関すること中

旬

下
旬

　　　　　　　を乗せて。

・クリスマス礼拝

　する。

・働くことについて考える。

・社会の一員として公共の場での行動を意識

　１月

上
旬

中
旬

下
旬

　２月

上
旬

中
旬

下
旬

集団や社会との関
わりに関すること

集団や社会との関
わりに関すること

　３月

上
旬生命や自然、崇高
なものとの関わりに
関すること中

旬

下
旬

　その他特記事項

〇学年末に記述による評価を行う。

・聖話

・教材「２８　語りかける目」 ・生命の尊さについて考える。

・聖話

・教材「２２　町内会デビュー」

・聖話

・社会と関わり、社会をよくするためにでき

　ることについて考える。

・教材「１９　島耕作　ある朝の出来事」

・教材「１８　パラリンピックを駆け抜け

　た『きずな』―道下美里」

・教材「１７　三六五×四回分のありがと

　う」

・聖話

・人間として生きる喜びについて考える。

・教材「３５　二枚の写真」 ・自分が所属する集団での一人一人の役割に

　ついて考える。

・家族愛について考える。

・教材「２３　初めての実験―山中伸弥」

・教材「８　裏庭での出来事」

・聖話

・自分を見つめ、個性を伸ばす。

・教材「２６　日本探しの旅」

・教材「３０　国際協力ってどういうこと?」

・聖話

・国を愛し、伝統継承と文化創造を目指す。

・世界に貢献することを意識する。

　の導入とし、今後の学びにつなげる。


